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課名  記入責任者職氏名  農地整備課長   
   二位 孝夫 内線 ４００３ 

 （係名）  （担当者氏名） （基盤保全向上係長 川口 義人） （4016）

農林水産部
農林水産局
農地整備課

  事 業 名  事 業 区 間 総事業費   約1.8億円
 事業種目 用排水路整備 せん ぞく

 千  束 内用地補償費    － 億円
基盤整備促進事業 

(用排水路整備(更新)) 

 所  在  地  事業採択  着工予定  完成予定
 予定年度  年  度  年  度    

  神崎郡福崎町山崎地内    H20     H20    H21    
 事 業 目 的 事 業 内 容

 農業用水の安定供給を図り、食料の安定供給及び ・受益面積：61.4ha
農業経営の安定化を目指すため、地域の幹線用水路等 ・幹線水路  Ｌ＝935m他
の改修を行う。

事業主体 ： 福崎町     ［国50％ 県8％ 町22％ 地元20％］

 評価視点  評価結果の説明（記載の視点）

 (1)必要性 1  本水路は、市川の千束井堰より取水し、受益面積61.4hａをかんがいする
    幹線用水路であり、福崎町地域防災計画で防火水路としても位置づけら

れている（昭和３９年完成）。
 2  現在、本水路設置後４３年（耐用年数３０年）が経過して老朽化が進み、

水路のコンクリート壁面が剥離したり亀裂を生じて維持補修に多大な費
用を要するほか、水路壁倒壊による農業用水の通水阻害の危険性がある。
（水路壁転倒の危険性がある区間延長 645ｍ）

 3  このため、当水路を改修して安定的な農業用水を確保するとともに、維
持管理費の軽減を図る。

 
 

 (2)有効性・効率性 1 費用便益比 B/C=1.15 （便益額 212,071千円、総費用 183,780千円） 
  投資効率が1.0以上であり、事業としての効果が十分に期待できる。 

 (3)環境適合性 1 水路各所に環境配慮として自然石張りによる淀み（ワンド）を設置し、
生態系に配慮するとともに親水空間を創出する。

 2 既存の洗い場を復旧し、親水空間を確保する。

 (4)優先性 1  用水路の水路壁が倒壊しかけており、通水阻害を防止するとともに防火
用水を安定的に確保するため、全水路延長2.95kmのうち特に老朽の著し
い935mの区間について、早急に水路改修工事を実施する必要がある。

        

（注） 別に定める指標評価表、図面等を添付すること。 





■新規事業

○当初事業

基盤整備促進事業（用排水路整備（更新））  千束地区  事業スケジュール

工種 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

実施設計

幹線水路工

○Ｂ／Ｃ根拠

便益（Ｂ）の項目

事業

① 維持管理費節減便益

② 生産基盤保全便益

③ 水辺環境整備便益

費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠

総費用
（百万円）

事業費
（百万円）

維持管理費
（百万円）

89

112

11

212

費用便益比算定：「土地改良事業における経済効果の測定方法について」（農林水産省構造改善局長通達）

③ 水辺環境整備便益
自然石張りのよどみを設置、
洗い場の復旧

用
排
水
路
整
備

合計

① 維持管理費節減便
益

水路更新による維持
管理費の節減

② 生産基盤保全便益

1.15184 184

現況用水路の機能が
継続されることの評価

事業 事業名 便益額
（百万円）

代表的な効果

Ｂ（便益） Ｃ（費用）

Ｂ／Ｃ

備考

算出方法

既設の施設にかかる維持管理費と計画施設にかかる維持管理費と
の比較による経費軽減額の合計
既往施設維持管理費－計画施設維持管理費

廃用施設・更新施設にかかる建設事業費を比較し、安価な事業費を耐用年
数で除した年効果額
施設の最経済的建設事業費÷施設耐用年数

環境配慮にともなう増加経費に施設耐用年数を除して算定する。
環境に配慮した機能を付加するために要する追加投資経費÷施設耐用年数

用
排
水
路
整
備

Ｂ（便益）

（農業施設が改良されることによる維持管理費節減
の便益）

（施設の更新により機能が継続して発揮されること
による便益）

（水生生物に配慮した工法を用いることにより、水
辺環境が保全・創造されることの便益）

(水稲)(水稲)
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